
 

3.2 長期排水性能調査の結果 

 図 8 に長期排水性能調査の 1 日毎の管内圧力

Pmin、Pmax を時系列で示す。同図より、通気無 

の期間で管内圧力 Pmin の変動の平均値は

-200[Pa]、Pmin の変動の最大値は-450[Pa]とな

った。また Pmax の変動の平均値は 66[Pa]をとな

った。通気有の期間では、Pmin の変動の最大値

は-190[Pa]におさまり、Pmax については、あま

り大きな変動は見られなかった。通気無の状態で

もほとんど-200[Pa]程度におさまり、上階からの

負荷も加わっているが SHASE-S 2183)の判定基

準値±400[Pa]以内に概ねおさまる結果となった。 

この結果を、排水横枝管内合流排水実験と照合

を行った。図 9に排水横枝管内合流排水実験にお

いて器具数別に管内圧力を整理したものを示す。

長期排水性能調査の通気無の期間中の Pmin の変

動の平均値である-200[Pa]や、同期間中の Pmin

の変動の最大値の-450［Pa］と同等の管内圧力は

排水横枝管内合流排水実験では確認できなかった。

このことから、実使用の際多くの場合、単層のみ

の同時使用ではなく、多層での同時使用が行われ

ていることが推定できる。 

続いて、図 10に排水立て管負荷を加味した排水

実験において大便器台数別に管内圧力を整理した

ものを示す。同図と長期排水性能調査を照合する

と、長期排水性能調査の通気無の平均値が、図 10

の排水負荷パターンNo.16で行った大便器 6台で

の合流排水による管内圧力と同程度であることか

ら、長期排水性能調査の通気無の期間中、多層で

大便器合計 6台程度の同時使用が行われていたこ

とが推定できる。さらに、図 8に示す長期排水性

能調査中発生した Pmin の変動の最大値である

-450[Pa]は、大便器 7 台以上の排水に加え、供試

代用汚物 D’相当の汚物が排水されたことに匹敵

すると推定で得きる。 

4. まとめ 

 この排水横枝管システムにおいて、考えられる

合流排水では、管内圧力が判定基準値の半分程度

におさまった。また、上層階からの合流排水によ

る負荷が加わると、管内圧力 Pmin の最大でるも 
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582Pa となるが、封水損失と照合させると封水ト 

ラップが破封に至ることはなかった。よって、過

負荷である汚物 D’を混入させて行った実験で、

確認できた管内圧力-600Pa 程の過度の圧力が加

わらなければ排水性能上ループ通気管は削減でき

るものと考えられる。 

 

 

 

 

図 10 排水立て管負荷を加味した排水実験

における大便器台数別管内圧力 
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大便器１ ● ● ● ● ● ● ● ●
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大便器３ ● ● ● ● ● ●

大便器４ ● ● ● ●

大便器１ ● ● ● ●

大便器２ ● ● ●
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図 9 排水横枝管内合流排水実験にお

ける器具数別管内圧力の変動 
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8に、合計排水負荷流量 ΣQw と排水トラップの

封水損失⊿H との相関を示す。合計排水負荷流量の

増加に伴い、封水損失も増加しているが、7.5L/s 程

度まではトラップの封水深は半分以上残っている。器

具-No.16 においては、6 階の大便器トラップで封水

深の半分未満、もしくは半分をわずかに上回る程度

の封水損失が確認されたが、封水に補充を行わずに

厳しい条件で連続排水を実施した結果でこの程度に

おさまったため、安全性は確保されると判断した。 

 9及び 10に、合計排水負荷流量 ΣQw と、管

内圧力 Psmin,Psmax 及び通気管の通気流量 Qav と

の相関を示す。管内圧力及び通気流量の双方を指

標に判断しても、通常使用では、同程度の排水負荷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流量の定流量排水負荷と定流量排水負荷+圧送排

水負荷を比較しても両者に顕著な差は生じなかった。 

 

4.  
 本実験により、既存の排水システムに圧送排水が

合流した場合、既報 2）で検討された排水横枝管シス

テムからの最大排水流量に相当する排水負荷を１層

から与えても、影響は僅かであり、2 層から排水した

場合でも圧送排水負荷の合流による影響は受けるも

のの、本実験システム程度では管内圧力は判定基準

におさまり、封水損失は、厳しい条件により連続で排

水しても封水は封水深の 1/2 程度は確保されていた

ため、実使用には支障をきたさないものと考える。 
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